
 

環境・社会報告書 

２０２３ 

本報告の報告期間：2022年4月1日から2023年3月31日                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真は「安全を誓う鐘」。5年間の無事故・無災害の達成を記念して2020年に設置 

     

 

 

 

滋賀工場 



株式会社カネカ の企業理念 
 

『人と、技術の創造的融合により 

未来を切り拓く価値を共創し、 

地球環境とゆたかな暮らしに貢献します。』 

 

当社は、ＥＳＧ「Environment（環境）」、「Social（社会）」、 

「Governance（企業統治）」の取り組みを強化することを 

経営方針の一つとしています。 

 

当工場は、この企業理念に基づき以下の３つの方針を掲げています。 

■環境方針 

『地域社会の信頼を得る』 

■安全衛生管理方針 

『一人一人が基本をキッチリと守る』 

■品質管理方針 

『工程で品質をつくりこむ』 

 

 

 

滋賀工場長 吉田 秀純 
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滋賀工場 



株式会社カネカ 滋賀工場の概要 

 

滋賀工場は、山と湖に囲まれた自然豊かな環境の中、化学技術をベースにユニークなエレクトロ二クス素

材を開発・生産しています。私たちは、自然環境にやさしい工場を目指すとともに、常に安全を確保し、地

域社会との共生に努めています。 

 

名 称 ：株式会社カネカ 滋賀工場 

住 所 ：〒５２０－０１０４ 

     滋賀県大津市比叡辻２－１－１ 

連絡先 ：（ＴＥＬ）０７７－５７７－２１００ 

（代表） （ＦＡＸ）０７７－５７７－２１１５ 

敷地面積：８５，２６２㎡ 

従業員数：３５０名（２０２３年３月現在）    

 

 

主な生産品目（主製品）： 

○超耐熱ポリイミドフィルム 商品名：「アピカル🄬、ピクシオＢＰTM」          

     超耐熱性の高機能性フィルムです。航空機や機関車等のモーターの 

   耐熱性絶縁材料、ビデオやカメラなどの小型化を可能にしたフレキ 

シブルプリント配線板の基板材料として使用されています。 

 

 

 

○高精度光学フィルム 商品名：「エルメック TM」             

   透明で光学的等方性がある耐熱性フィルム。従来のプラスチック   

   フィルムにない特徴を活かして、液晶表示用基板や偏光板の支持フィ 

ルムなど、ガラスに代わって使われることが期待される製品です。 

 

 

工場の沿革：１９４９年 鐘淵紡績㈱より分離し、鐘淵化学工業㈱阪本工場として発足 

      １９８４年 超耐熱性ポリイミドフィルム「アピカル」を生産開始 

      １９８７年 工場名を滋賀工場に変更 

      １９９５年 光学用透明フィルム「エルメック」を生産開始 

      １９９８年 環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）認証取得 

      ２００４年 社名を㈱カネカに変更 

      ２００８年 労働安全衛生マネジメントシステム（ＪＩＳＨＡ方式適格ＯＳＨＭＳ）認定取得 

      ２０１３年 透明導電層フィルム「ＫＡＮＥＫＡ ＩＴＯ ＦＩＬＭ」を生産開始 

      ２０１７年 可動式物流倉庫導入 

 

本件報告書の報告期間：２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日 

※（一部期間外の情報（環境方針/安全衛生方針）を含みます） 
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「アピカル🄬、ピクシオＢＰTM」 

「エルメックTM」 



 

１． 環境方針／安全衛生方針 

 

１９９８年環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）※1を認証取得して２４年、継続的な環境改

善をしております。 

また、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）※2を導入し、２００８年に認定事業所に登録

され、労働安全衛生についても継続的に取り組みをしております。 

 
※1：環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）とは、企業や団体等の組織が環境方針、目的・目標等を設定

し、その達成に向けた取り組みを実施するための組織の計画・体制・プロセス等のことを指し、環境水準の向

上を図ることを目的とした環境管理の仕組みです。 
※2：労働安全衛生とマネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）は、事業者が労働者の協力の下に「計画（Plan）－実施

（Do）－評価（Check）－改善（Act）」（「ＰＤＣＡサイクル」といわれます）という一連の過程を定めて、継

続的な安全衛生管理を自主的に進めることにより、労働災害の防止と労働者の健康増進、さらに進んで快適な

職場環境を形成し、事業場の安全衛生水準の向上を図ることを目的とした安全衛生管理の仕組みです。 
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２．環境・労働安全衛生マネジメント組織 

 

環境･労働安全衛生活動を効果的、効率的に推進するための「環境・労働安全衛生マネジメントシステム 

組織」により活動を行っています。 
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環境・労働安全衛生マネジメントシステム組織図 

〈滋賀工場〉 

※1ｴﾝｼ ﾆ゙ｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ電装ｼｽﾃﾑ技術開発ﾁー ﾑﾘｰﾀﾞー を環境管理者とする。 

※2品質管理ﾁｰﾑは、在席部署管理下でｼｽﾃﾑ運用する。 

※3技術ﾁｰﾑﾘー ﾀﾞｰを環境管理者とする。 

※4国際競争力ｾﾝﾀｰ、AI･ﾃﾞｼﾞﾀﾙで考える工場ｾﾝﾀｰ、ﾌ ﾛ゚ｾｽ革新ﾁー ﾑ、 

   専任安全技術者は、在席部署管理下でｼｽﾃﾑ運用する。 
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２－１．環境目的・目標および達成状況 

 

環境保全を継続的に向上させるため、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）により年度毎

に環境目的・目標を定め、取り組んでいます。 

２０２２年度の環境目的・目標および達成状況は次の通りです。 

 

２０２２年度 環境目的・目標および達成状況 

環 境 目 的・目 標 計    画 達 成 状 況 

【法令と地域協定を遵守する】 
1. 環境関連法令の遵守 
 
 
2. 環境情報の報告 
 
3. 地球温暖化ガス削減の推進 
 
4. 近隣住民から苦情を発生させない。 

 
1. 法に定められた定期測定・報告を実施する
（PRTR、廃棄物処理、放射線管理、エネル
ギー管理、地下水水質報告など）。 

2. 協定に基づき環境・社会報告書を行政へ 
  提出する。 
3. 省エネを推進し、エネルギー原単位指数を
対前年度比1％以上削減する。 

4. 環境レビューにより苦情発生0件を達成す
る。 （2021年度1件） 

 
1. 法令に基づく定期測定・報告を期日までに実施
した。 

 
2. 大津市へ環境・社会報告書2022を提出した。 
 
3. エネルギー原単位指数は、省エネテーマの推進
により、目標を達成した。 

4. 苦情等の発生は無し。 

【有機溶剤排出削減と管理を継続する】 
1. VOC（揮発性有機化合物）排出量の
低減および維持管理 

 
1. 排出ガス濃度傾向管理と設備点検により、
回収設備と除害設備の排出濃度自主管理
値を維持管理する。 

 
1. 排ガス濃度測定（排出口、敷地境界）を実施し、
基準値以下であることを確認した。 

【環境配慮製品の推進を図る】 
1. 製品に含有する環境負荷物質の管
理 

 
 
2. 化審法に係わる法令の遵守 
 

 
1. 適正な原材料のグリーン調達により、製品
開発を行い、顧客に基準値以上の環境負荷
物質を流出させない。 

 
2. 化審法上の新規化学物質に係わる手続き
を実施する。 

 
1. 原材料購入先より都度安全データシートを入手
し、製品含有量が基準値以下であることを確認し
た。 

 
2. 2022年度、対象物質なし。 
                                                  

【廃棄物を適正管理する】 
1. 産業廃棄物発生量の原単位管理と
抑制 
 
 
 
2. 産業廃棄物のゼロエミッションの継続 
 ※当社の最終埋立処分量を廃棄物発
生量の0.5.%未満にすること 

 
1. 生産状況に応じた主要廃棄物原単位管理
を継続する。また、品質課題に取り組み、削
減に寄与させる。 

 
 
2. 廃棄物委託先の現地査察による適正処理
確認を継続し、埋立率0%を達成する 

 

 
1．安定した生産により、廃油3.9千kg/%（目標4.5
千kg以下/%）、廃プラ3.5千kg/%（目標5.0千kg
以下/%）と目標達成。 

  （※ kg/% ： 発生量÷生産機器稼働率） 
 
2. 最終処分埋立処分率は0%。 
  ゼロエミッションも達成継続中。 

【環境保全活動に参画する】 
1. 生物多様性保全への取組み 
 
 
2. 琵琶湖岸、工場周辺の清掃活動 

 
1. 木の岡ビオトープ（おにぐるみの学校）への
参加を継続する。 

 
2. 地域清掃（クリーン）活動を実施する。 

 
1. ビオトープ保全活動4回、おにぐるみの学校の
活動に4回参加した。 

 
2.  地域清掃の活動を年間3回実施した。 

【保安防災リスク対策を進める】 
1. 防衛隊訓練により有事の初動能力を
向上させる。 

 
 
 
2. 有事に備えた備蓄品の管理と備蓄品
を用いた訓練を実施する。 

 
1. 昨年度のレビュー結果及び緊急事態想定
一覧表に基づき、消防計画の見直し･資機
材の充実等を図り、総合防災訓練と消火栓
操法競技会を実施する。 

 
2. 防災備品及び帰宅困難者を対象とした備蓄
品を用いた定期的な訓練を企画し、計画、
実施する。 

 
1. 総合防災訓練は、11月22日に訓練を企画し開
催した。コロナ禍のため、消火栓操法競技会か
ら操法指導会に変更し年間4回実施した。 

 
 
2.  帰宅困難者備蓄品の確認と展開訓練を実施し
た。備蓄食料については定期的な更新を計画
し、継続実施中。 
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２－２．安全衛生目的・目標および達成状況 

 

労働安全衛生活動を継続的に向上させるため、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）により年度毎

に安全衛生目的・目標を定め、取り組んでいます。 

２０２２年度の安全衛生目的・目標および達成状況は次の通りです。 

 

２０２２年度 安全衛生目的・目標および達成状況 

安 全 衛 生 目 的・目 標 計    画 達 成 状 況 

【全員参加の見える安全活動を推進
し、意識・感性レベルを向上させる】 
1. 全員参加の安全活動 
 
 
 
2. 工場長巡視，産業医巡視の継続 
 
 
 
3. 安全講習会や啓発活動への参画  
 
 
4. ポルフ評価による3S活動を継続 
 
 
 
 
5. 体感学習と過去災害情報を充足
し、全従業員への教育を継続する。 

 
 
6. 部署長（GL、課長、TL）による職場
観察を行い改善する。 

 

 
 
1. 全従業員が安全テーマを設定する。  
 
 
 
2. 定期巡視を経て職場との双方向のコミニュ
ケーションを充実し、不具合箇所の改善を行
う。 

 
3. 各種講習会や特別教育を、全従業員対象  
  に企画開催する。 
 
4. 工場全エリアを対象に、新たに３Ｓ評価基準
による評価改善を進め、ポルフ評価レベル
4.0以上を達成する。 

 
 
5. 新規体感学習設備を取得し、インストラクタ
ーへ教育する。また、全従業員を対象とした
教育を継続する。 

 
6. 全部署長が、3Ｓ状態、不安全行動（状態）
を視点に週１回以上現場巡回し、改善を図
る。 

 
 
1. 安全に関するテーマの発表（朝礼）、各人安全宣言
の実施、ＨＨ、KYT、安全唱和等の安全活動を継続
した。 

 
2. 工場長安全診断、産業医定期巡視を毎月抜けなく
継続し、その結果と部署の活動事例を環境安全衛
生委員会で共有化した。 

 
3. 全従業員を対象に、粉じん特別教育・応急手当講
習会・低圧電気特別教育を企画、開催した。 

 
4. 各部署、年度末評価4.0以上を目標に活動継続
し、190エリア中、3エリアが未達であったが、評価
点全平均では4.0以上（4.08）を達成した。 

 
 
5. VR体感学習設備を導入し、SOPの制定・インスト
ラクター教育を経て、従業員教育を開始した。 

 
 
6. 全部署において職制による職場安全パトロール、
及び指摘事項の改善を継続実施した。 

【重大リスクと曝露課題を改善する】 
1. 労働安全重大リスクについて、本
質安全化、工学的方策の下に改善
する 

 
2. 曝露防止対策を継続する。 
 
 
 
3. ＣＲＡ（ｹﾐｶﾙﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）対象化学
物質の新規取扱い、変更時はＣＲＡ
を実施する。また、適宜化学物質安
全性情報を周知する。 

 
1. 本質的改善を優先とするリスク低減と残留リ
スク評価により、労働安全重大リスクを改善
し撲滅する。 

 
2. 局排点検、化学物質の安全性評価及び管
理実施基準を運用し、定常作業場所の管理
区分Ⅰを継続監視する。 

 
3. 対象化学物質のＣＲＡを実施し、その結果を
周知する。また、取扱い化学物質の安全情
報や適用法令などを従業員に周知する。 

 
1. 労働安全重大リスク抽出案件について改善及び
見直しを実施し、高リスクをゼロとした。 

 
 
2. 工場全部署・全作業場所で作業区分Ⅰを継続して
いる（ＤＭＦ・塩化メチレンを含む作業環境管理）。 

 
 
3. 法および社内規程に基づき、対象化学物質のケー
ス毎に、各部署CRAを実施し、その結果を周知し
た。また、取扱化学物質の安全情報、及び法改正
情報の確認と周知を実施した。 

【メンタルヘルスケア活動を推進する】 
1. ストレスチェックによるメンタルヘ 
ルスケアの推進 

 
1. ストレスチェック実施要領に従い、職場環境
分析と課題抽出を行い改善する。 

 
1.ストレスチェックを実施し部署単位で結果のフィード
バックを実施した。 
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３．監査・審査 

 

環境・安全衛生目的・目標の進捗状況およびマネジメントシステムの確実な運用をチェックするため、

外部機関や社内および工場内の監査員による監査を実施しています。 

２０２２年度は以下の監査を実施し、環境・労働安全衛生マネジメントシステムが機能していること

を確認しました。 

 

○環境・安全内部監査（７月～８月）                 

資格認定を受けた内部監査員が１０部署総ての内部監査を行い、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ

１４００１ ２０１５年版）と労働安全衛生マネジメントシステムが機能していることを確認しました。 

 

○外部機関による更新審査（１１月） 

  外部認証機関によって、ＯＳＨＭＳの更新審査を受審しました。 

滋賀工場のマネジメントシステムが、引き続き機能していることが認められました。 

 

    ＩＳＯ１４００１登録証                 ＯＳＨＭＳ登録証 

 

                     

 

○ＥＳＧ安全・品質査察（１１月） 

経営層（査察委員長）による環境、安全衛生、保安防災、品質に係る安全・品質査察を受け、活動の

継続的な取り組みが確認されました。 
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４．環境負荷に対する監視・測定データ 

 

環境に著しい影響を及ぼす可能性がある大気汚染、水質汚濁物質の排出量および騒音・振動の定期的

な監視・測定を行い、法的規制値内であることを確認しています。 

２０２２年度の監視・測定結果は次の通りです。 

 

（１）大 気  

施設名 測定物質 
法的 

規制値 
測定位置 

測 定 結 果 

２０２１年度 ２０２２年度 

上 期 下 期 判 定 上 期 下 期 判 定 

ボイラー 
ＮＯｘ 150 ppm以下 排出口 18 ppm 29 ppm ○ 17 ppm 25 ppm ○ 

ばいじん 0.10 g/m3 以下 排出口 0.06 g/m3 0.001 g/m3 ○ 0.057 g/m3 0.006 g/m3 ○ 

ガス 

エンジン 

ＮＯｘ 600 ppm以下 排出口 580 ppm 休転 ○ 310 ppm 340 ppm ○ 

ばいじん 0.05 g/m3以下 排出口 <0.001 g/m3 休転 ○ <0.001 g/m3 0.008 g/m3 ○ 

乾燥炉 ＮＯｘ 230 ppm以下 排出口 31 ppm 44 ppm ○ 19 ppm 20 ppm ○ 

 

※ ２００６年度下期より燃料は天然ガスに転換しており、ＳＯｘの排出はありません。 

〈測定頻度〉１．測定は１回／６ヶ月。（一部は1回／２ヶ月）  

            ２．ボイラーは５基、乾燥炉は６基あり、記載値は半期最大値です。 

〈判   定〉○印は測定結果が法的規制値以内であることを示します。  

 

ＮＯｘ：一酸化窒素、二酸化窒素など窒素酸化物の総称 

  ばいじん：燃料の燃焼に伴い発生するすす等の個体粒子 

 いずれも大気汚染の原因物質です。 
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乾燥炉 

 

貫流ボイラー 



（２）水 質  

施設名 測定物質 
法的 

規制値 
測定位置 

測 定 結 果 

２０２１年度 ２０２２年度 

上 期 下 期 判 定 上 期 下 期 判 定 

総
合
排
水
口 

ｐＨ 6.0～8.5 排水口 7.7 7.6 ○ 7.61  7.67  ○ 

ＢＯＤ 20 mg/ℓ 以下 排水口 2.1 mg/ℓ  2.1 mg/ℓ  ○ 1.0 mg/ℓ  1.0 mg/ℓ  ○ 

ＣＯＤ 20 mg/ℓ 以下 排水口 3.2 mg/ℓ  4.0 mg/ℓ  ○ 3.0 mg/ℓ  2.9 mg/ℓ  ○ 

ＳＳ 70 mg/ℓ 以下 排水口 10.6 mg/ℓ  24.3 mg/ℓ  ○ 7.3 mg/ℓ  1.7 mg/ℓ  ○ 

油分 5 mg/ℓ 以下 排水口 不検出 不検出 ○ 不検出 不検出 ○ 

全窒素 8 mg/ℓ 以下 排水口 1.7 mg/ℓ  0.8 mg/ℓ  ○ 0.51 mg/ℓ  0.4 mg/ℓ  ○ 

全りん 1 mg/ℓ 以下 排水口 0.04 mg/ℓ  0.05 mg/ℓ  ○ 0.02 mg/ℓ  0.01 mg/ℓ  ○ 

フェノール 1 mg/ℓ 以下 排水口 不検出 不検出 ○ 不検出 不検出 ○ 

銅 1 mg/ℓ 以下 排水口 0.21 mg/ℓ  0.17 mg/ℓ  ○ 0.05 mg/ℓ  0.05 mg/ℓ  ○ 

鉛 0.1 mg/ℓ 以下 排水口 不検出 不検出 ○ 不検出 不検出 ○ 

塩化メチレン 0.2 mg/ℓ 以下 排水口 0.03 mg/ℓ  0.02 mg/ℓ  ○ 0.01 mg/ℓ  0.01 mg/ℓ  ○ 

大腸菌 3000個/㎤以下 排水口 37.5個/㎤ 不検出 〇 不検出 不検出 〇 

〈測定頻度〉１．一般項目（ｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、油分、大腸菌）および塩化メチレンは週１回測定の 

半期最大値です。 

      ２．全窒素、全りん、フェノール、銅、鉛は月１回測定の半期最大値です。  

〈判    定〉○印は測定結果が法的規制値以内（pHについては、法的規制値の範囲内）であることを示します。 

 

（３）騒音・振動  

測定 

項目 

測定 

位置 
測定時刻 

法的 

規制値 

［㏈］ 

測 定 結 果[dB] 

２０２１年度 ２０２２年度 

上 期 下 期 判定 上 期 下 期 判定 

騒 音 
敷地境界 

10点 

6時～8時 65以下 52～64 52～57 ○ 53～59 47～58 ○ 

8時～18時 
70以下 

51～62 52～65 ○ 51～62 47～68 ○ 

18時～22時 51～64 52～59 ○ 51～59 52～59 ○ 

22時～6時 60以下 49～59 50～58 ○ 47～58 42～57 ○ 

振 動 
敷地境界 

4点 

8時～19時 65以下 49以下 51以下 ○ 49以下 53以下 ○ 

19時～8時 60以下 44以下 46以下 ○ 43以下 43以下 ○ 

〈測定頻度〉１回／６ヶ月。 

〈判    定〉○印は測定結果が法的規制値以内であることを示します。 
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（４）ＰＲＴＲ（特定化学物質の環境への排出及び移動量の届出） 

 

化学物質の環境への排出量を把握するため、ＰＲＴＲ算出手順を定め、実施しています。 

２０２２年度について、法律に定められた対象化学物質のうち工場で取り扱う６物質の官庁への届出を

完了しました。 

 

    第 1種指定化学物質の排出量及び移動量【2022年度】    【単位：ｋｇ】 

第1種指定化学物質の名称 
N,N-ジメチル

ホルムアミド 
塩化メチレン 

フェニレンジ

アミン 

4,4’-ジアミノ

ジフェニルエ

ーテル 

塩化第二鉄 
リン酸トリフ

ェニル 

第1種指定化学物質の号番号 232 186 348 143 71 461 

排出量 

大気への排出 2,200 1,500 0 0 0 0 

公共用水域への排出 940 0 0 0 0 0 

土壌への排出 0 0 0 0 0 0 

事業所内埋立処分 0 0 0 0 0 0 

移動量 180,000 24,000 200 210 2,200 1 

 

（５）ＳＤＳ（安全データシート） 

 

化学物質による災害を未然に防止するために、工場で使用、取扱いまたは出荷するすべての化学 

物質に対してＳＤＳを整備しています。 

また、工場から出荷する製品等で、漏洩・火災爆発の可能性のあるものについては、輸送会社の 

運転手教育を行いイエローカード（緊急連絡カード）の携行を義務付けています。 
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（６）廃棄物 

 

工場から発生する産業廃棄物（主に廃プラスチック類および廃油）・事業系一般廃棄物は、廃棄物の

リデュース（発生抑制）を基本に、リユース（再利用）、リサイクル（再資源化）に積極的に取り組ん

でいます。また、最終埋立処分量の削減（ゼロエミッション）活動にも取り組んでいます。 

産業廃棄物の委託処分は、環境マネジメントシステムに則って行い、全ての廃棄物に対して委託処分

会社の現地確認を計画的に実施しています。 

２０２２年度の産業廃棄物処理状況は次の通りです。 

 

 

産業廃棄物処理状況【２０２２年度】 
種   類 発 生 量 主な中間処理方法 処分方法の内訳 

廃プラスチック類 481.4ｔ 再資源化 再生利用     696.6ｔ 

廃    油 239.7ｔ 蒸留再生、燃料 焼却熱回収    314.3ｔ 

廃酸・廃アルカリ 145.5ｔ 中和（再資源化） 単純焼却      0.0 ｔ 

汚泥 15.5ｔ 焼却減量 最終埋立処分量  0.0 ｔ 

木 屑 16.5ｔ 破砕処分 (最終埋立処分率0.0%) 

その他 112.3ｔ 破砕・選別処分   

 計 1010.9ｔ ――― 1010.9ｔ 

 

２０２１年度に引き続きゼロエミッション(※)を継続達成しております。 

※ゼロエミッション：当社では「最終埋立処分量を廃棄物発生量の0.5%未満にすること」 

と定義しています。 

 

 

 

【産業廃棄物処理委託先現地調査報告書】  

２０２２年度は、既存契約の産廃会社に対する現地調査を６社実施した。 

また新規契約前の現地調査を３件実施し、合計９件の現地調査を行った。 
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（７）環境コスト（環境会計） 

 

環境保全コストおよび環境保全対策に伴う経済効果は、環境保全活動の妥当性を把握評価するため

の指標で、継続的で効果的な環境改善を進めていく上で重要な指標と考えています。 

２０２２年度の環境保全コストおよび環境保全対策に伴う経済効果は次の通りです。 

 

 
    

 環 境 保 全 コスト【２０２２年度】        〔単位：百万円〕 
分           類 投 資 額 費 用 額 

(1)生産・サービス活動により工場内で生じる 

環境負荷を抑制するための環境保全コスト 

①公害防止コスト 36.5 530 

②地球環境保全コスト ― ― 

③資源循環コスト 0 180 

(2)生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる環境負荷を抑制するためのコスト 0 0 

(3)管理活動における環境保全コスト 0 22.6 

(4)研究開発活動における環境保全コスト 0 0 

(5)社会活動における環境保全コスト 0 2.4 

(6)環境損傷に対応するコスト 0 0.5 

  合  計 36.5 735.5 

 
 
 
 
 

環境保全対策に伴う経済効果【２０２２年度】     〔単位：百万円〕 
経 済 効 果 の 内 容 経 済 効 果 

(1)リサイクル等により得られた収入額            12.0 

(2)省資源による費用削減 0 

(3)原単位向上による原材料の削減 0 

(4)リサイクル活動による費用削減 0 

(5)省エネルギーによる費用削減 224.0 

(6)リサイクル等に伴う廃棄物処理費用の削減 0 

(7)その他 0 

  合  計 236.0 
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５．労働安全衛生、保安防災 

 

○総合防災訓練（１１月） 

想定内容（２０２２年度総合防災訓練シナリオ）に基づく震度６弱の地震発生、協力会社地区隊によ

る初動活動、防衛隊による基本訓練を実施しました。総合防災訓練を通じて、防衛隊各班及び地区隊の

役割を再認識すると共に、次期への問題点の抽出の場として、今後も定期的に実施していきます。 

    

 

 ○応急手当講習会（７月、３月） 

 保安防災活動の一環として、毎年、応急手当講習会を開催し、人工呼吸法・心肺蘇生法・ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）の重要性を学んでいます。２０２２年度は、７月と３月に計６回開催しました。 

 

 

○クリーン活動（９月、１２月、３月） 

このクリーン活動は、工場周辺および、比叡山坂本駅から工場間の通勤経路を清掃しています。 

２０２２年度は９月、１２月、３月の３回実施しました。  

今後も、環境保全意識の向上に向けた活動を継続していきます。 
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６．地域とのコミュニケーション 

 

滋賀工場では環境方針で定めている通り、地域社会への貢献活動を重要な課題と認識し、 

 ＩＳＯ１４００１認証取得以前からレスポンシブル・ケア活動を通じて推進しています。 

 

○環境・社会報告書 

大津市との環境保全協定により、２０２１年度の環境保全活動をまとめ「環境・社会報告書 

（２０２２年度版）」として公開しました。 

                    

             

○木の岡ビオトープ 

琵琶湖の湖岸に残された「木の岡ビオトープ」という自然環境を保全し、環境学習等の利用を図るた

めの実施組織である「おにぐるみの学校」に参加しています。 

※（ビオトープとは、ギリシャ語で「ｂｉｏｓ」（生物）と「ｔｏｐｏｓ」（場所）の合成語です） 
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             滋賀工場 

〒５２０－０１０４ 

滋賀県大津市比叡辻２丁目１－１ 

 

問い合わせ先 

信頼の環境安全センター 

環境安全衛生チーム 

ＴＥＬ ０７７－５７７－２１０３ 

ＦＡＸ ０７７－５７７－２１１５ 

■ＪＲ湖西線「京都」駅から「比叡山坂本」駅まで新快速にて１４分 

■ＪＲ湖西線「比叡山坂本」駅より車で約４分 

■江若バス「来迎寺カネカ前」下車すぐ 

 


